
神山島付近海域における急潮流観測 

 

 

平成１５年８月２８，２９日の大潮の低潮（干潮）時に神山島付近海域において、急潮

流観測を実施した。観測方法は、測量船搭載の超音波流速計（ADCP）での流向流速の観測

及びＧＰＳブイによる漂流観測を行った。 

 

１．ADCP 観測 

２日間ともブイを漂流した時間に合わせて、低潮前・後の２回観測をおこなった。

結果を第１～4 図に示す。 

低潮前は、28，29 日ともに全体的に南流であり、神山島の東側は２ｋｎ程度の強い

流れであった。また、神山島南方海域は南西流であった。 

低潮後は、28，29 日ともに全体的に南流であり、神山島の東側は２ｋｎ程度の強い

流れであった。また、神山島南西方海域は弱い東流であった。 

 

２．漂流観測 

２日間とも低潮前・後の２回、３地点（測点図参照）で同時に観測をおこなった。

結果を低潮前・後の２図に分けて第 5，6 図に示す。 

低潮前は２８，２９日ともにほぼ同様の流れであった。測点 A では約 0.3kn の速さ

でいったんリーフに沿って南方へ流れ、リーフ最南端付近で北流に転じ着岸した。測

点Ｂでは約 0.3kn の速さで北方へ流れ、着岸した。測点Ｃではリーフにそって約 0.3kn

の速さで北へ流れ、リーフの東端付近で島の東側を流れる強い南流にのって 1.kn 以上

の速さで南へ流れた。 

  低潮後も２８，２９日ともにほぼ同様の流れであった。測点 A では２８日は約 0.3kn，

２９日は約 0.2kn でリーフにそって北方へ流れた。測点Ｂでは２９日は北方へゆるや

かに湾曲しながら約 0.2kn の速さで流れ、着岸した。測点Ｃは北へ約 0.2kn の速さで

流れ、着岸した。全測点とも島へ向かう流れであった。 

 

３．まとめ 

今回は海水浴客やダイビング客の多い神山島南方海域を観測した。観測期間中の流

況は島全体を南流が囲むように流れており、特に島の東側を流れる強い南流に左右さ

れて複雑な流れを呈している。そのため、島の陰となる海域は 1kn 以下の弱い流れで

あったが、この流れは今回の観測でも数時間で南西流から東流へと変わっていること

から、短時間で多様に変化すると推測されるので注意が必要である。 
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神山島 ナガンヌ島 

＜29 日 低潮前＞
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＜28 日 低潮前＞
第 1 図 
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ナガンヌ島 
神山島 

＜29 日 低潮後＞ 

ナガンヌ島 

神山島 

＜28 日 低潮後＞
第 3 図 

第 4 図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測結果（低潮前） 

赤：８月２８日 観測 

白：８月２９日 観測 

約 500ｍ 

観測結果（低潮後） 

赤：８月２８日 観測 

白：８月２９日 観測 

約 500ｍ 

第 5 図 

第 6 図 


